
Kobe University Repository : Kernel

PDF issue: 2026-10-06

法学研究科・法学部の課題

(Citation)
凌霜,423:40-42

(Issue Date)
2019-10

(Resource Type)
article

(Version)
Version of Record

(URL)
https://hdl.handle.net/20.500.14094/90009178

角松, 生史



2
0
1
9
年
10
月
1
日
付
け
で
法
学
研
究
科
長
を
拝
命
し
た
角
松
生
史

と
申
し
ま
す
。
福
岡
県
久
留
米
市
で
生
ま
れ
、
東
京
大
学
大
学
院
で
学
び
、

同
大
学
社
会
科
学
研
究
所
・
九
州
大
学
法
学
研
究
院
勤
務
を
経
て
、

2
0

0
5
年

10
月
か
ら
本
学
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
「
角
松
」
は
、
一

見
珍
し
く
な
さ
そ
う
で
す
が
、
実
は
「
絶
滅
危
惧
種
」
に
近
い
レ
ア
な
名

字
で
、
親
戚
以
外
で
こ
れ
ま
で
同
姓
の
方
に
お
会
い
し
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
電
話
で
は
「
門
松
」
と
よ
く
間
違
え
ら
れ
る
の
で
、
「
三
角
四
角

の
『
角
』
」
と
伝
え
て
い
ま
す
（
自
分
の
体
型
は
と
て
も
丸
い
の
で
す
が
…
）
。

行
政
法
を
専
攻
し
、
中
で
も
都
市
計
画
法
・
土
地
法
に
関
係
す
る
法
的
課

題
を
研
究
し
て
い
ま
す
。
最
近
は
、
景
観
保
全
や
、
人
口
減
少
に
伴
う
空

き
家
問
題
、
所
有
者
不
明
土
地
問
題
な
ど
が
主
な
テ
ー
マ
で
す
。
教
育
面

で
は
、
学
部
・
法
科
大
学
院
・
法
学
研
究
科
の
通
常
の
授
業
に
加
え
、
競

技
デ
イ
ベ
ー
ト
を
通
じ
て
政
策
判
断
能
力
と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
演
習
を
開
講
し
て
い
ま
す
（
本
誌
4

0
1
号
に
こ
れ
に
つ
い
て
執
筆
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
）
。

以
下
で
は
、
現
在
法
学
研
究
科
・
法
学
部
を
取
り
巻
く
重
要
な
課
題
の

う
ち
、

2
点
に
つ
い
て
述
べ
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

第
一
に
、
法
科
大
学
院
関
係
で
す
。

2
0
0
4
年
に
発
足
し
た
法
科
大

学
院
制
度
は
、
既
に

2
万
人
以
上
の
司
法
試
験
合
格
者
を
生
み
、
企
業
や

法
学
研
究
科
・
法
学
部
の
課
題

法
学
研
究
科
長

公
的
部
門
に
も
多
く
の
有
為
の
人
材
を
送
り
出
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で

神
戸
大
学
法
科
大
学
院
は
、

2
0
1
8
年
ま
で
に
合
計

7
1
6
名
の
司
法

試
験
合
格
者
を
輩
出
し
、
全
国
法
科
大
学
院
の
中
で
累
計
合
格
率

5
位

(
7
1
.
6
%
）
と
い
う
高
い
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
他
方
で
、
全
国
的

に
見
た
合
格
率
状
況
な
ど
か
ら
、
法
科
大
学
院
へ
の
志
願
者
数
の
減
少
が

続
い
て
い
ま
す
（
最
近
は
や
や
下
げ
止
ま
っ
て
い
ま
す
が
）
。
こ
の
ま
ま

で
は
、
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
質
の
高
い
法
曹
を
育
成
・
輩
出
す
る
と
い
う
法

科
大
学
院
の
使
命
を
十
分
に
果
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

改
革
の

1
つ
の
試
み
が
「
法
曹
コ
ー
ス
」
で
す
。
法
学
部
と
法
科
大
学

院
が
連
携
協
定
を
結
ん
で
体
系
的
・
一
貰
的
な
教
育
課
程
を
編
成
し
、
優

れ
た
資
質
・
能
力
を
有
す
る
優
秀
な
学
生
に
つ
い
て
、
学
部
3
年
で
大
学

を
卒
業
さ
せ
、
法
科
大
学
院
既
修
者
コ
ー
ス

(
2
年
間
）
へ
の
進
学
を
促

進
す
る
仕
組
み
（
学
部
3
年
・
法
科
大
学
院

2
年
の
「

3
+
2
」
)
で
す
。

神
戸
大
学
法
学
部
・
法
科
大
学
院
も
、
こ
の
構
想
に
積
極
的
に
対
応
し
、

現
在
他
大
学
を
含
め
て
、
連
携
協
定
締
結
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。
現
在
の
学
部

1
年
生
が

2
年
生
に
な
る

2
0
2
0
年
度
か
ら
開
始
見

込
み
で
す
。
ま
た
、
司
法
試
験
法
も
改
正
さ
れ
、

2
0
2
3
年
度
か
ら
、

法
科
大
学
院
最
終
学
年
在
学
中
に
司
法
試
験
が
受
験
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
試
験
の
具
体
的
な
実
施
時
期
に
つ
い
て
現
在
検
討
が
行
わ
れ
て

角

松

生

史
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い
ま
す
。

こ
の
改
革
は
、
法
曹
に
な
る
ま
で
に
要
す
る
時
間
を
短
縮
す
る
こ
と
で
、

法
曹
志
望
者
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。
優
れ
た
資
質
・

能
力
を
有
し
、
早
期
に
進
路
を
決
め
る
法
学
部
生
に
つ
い
て
は
有
意
義
な

仕
組
み
で
す
。
他
方
で
、
学
部
低
年
次
の
間
に
、
法
学
以
外
の
さ
ま
ざ
ま

な
学
問
分
野
に
触
れ
た
り
学
業
以
外
の
経
験
を
積
み
な
が
ら
、
進
路
を
見

定
め
て
い
く
学
生
も
多
い
で
し
ょ
う
。
そ
う
い
っ
た
学
生
達
が
法
曹
に
な

る
可
能
性
を
確
保
す
る
た
め
に
、
従
来
型
の
学
部

4
年
・
法
科
大
学
院

2

年
(
「

4
+
2
」
)
の
ル
ー
ト
も
し
っ
か
り
保
障
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
法
学
以
外
の
分
野
を
学
ん
だ
学
生
や
社
会
人
が
法
科
大
学
院

で
学
ぶ
未
修
者
コ
ー
ス

(
3
年
間
）
に
お
い
て
本
学
は
高
い
教
育
力
を
発

揮
し
て
い
ま
す
が
、
多
様
な
人
材
を
法
曹
界
に
受
け
入
れ
て
い
く
た
め
に

必
要
な
こ
の
ル
ー
ト
(
「

3
+
3
」
、
「

4
+
3
」
)
も
、
こ
れ
ま
で
同
様
に

重
視
し
て
い
き
ま
す
。

第
二
に
、
研
究
教
育
の
一
層
の
国
際
化
・
学
際
化
で
す
。
本
研
究
科
の

研
究
水
準
が
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
あ
り
ま
せ
ん
が
、

現
在
大
学
は
、
世
界
レ
ベ
ル
の
競
争
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
際
的
に

通
用
す
る
指
標
に
基
づ
き
我
々
の
研
究
力
を
証
明
し
、
競
争
力
を
高
め
て

い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
政
治
学
や
国
際
法
分
野
の
先
生
方
は
、
既
に
同

際
的
な
学
術
雑
誌
で
英
語
に
よ
る
研
究
成
果
を
積
極
的
に
公
表
し
て
い
ま

す
が
、
国
内
実
定
法
学
分
野
で
は
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
本
の
法
律
に
関
す
る
日
本
語
論
文
の
需
要
の
方
が
多
く
、
そ
ち
ら
に
カ

を
入
れ
ざ
る
を
得
な
い
実
状
が
あ
り
ま
す
。
国
内
の
需
要
に
応
え
る
社
会

責
任
を
果
た
し
つ
つ
、
国
際
的
活
躍
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
高
め
る
取

組
が
求
め
ら
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
学
生
の
将
来
の
活
躍
の
場
を
広
げ
る
た
め
に
、
教
育
の
国
際
化

を
い
っ
そ
う
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
法
学
部
・
法
学
研
究
科

で
は
、
他
部
周
と
も
協
力
し
て
、
「

E
U
エ
キ
ス
パ
ー
ト
人
材
養
成
。
フ
ロ

グ
ラ
ム

(
K
U
P
E
s
)
」（

E
u
に
つ
い
て
専
門
的
か
つ
分
野
横
断
的
に

学
び
、
留
学
に
よ
っ
て
複
眼
的
な
視
野
と
国
際
的
な
人
脈
を
広
げ
る
こ
と

が
で
き
る
。
フ
ロ
グ
ラ
ム
）
、
「
グ
ロ
ー
バ
ル
マ
ス
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム

(
G
M
A
P

in 
L
a
w
)
」
（
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
法
分
野
の
法
律
に
つ
い
て
、
英
語
に
よ
る

講
義
と
法
律
事
務
所
や
仲
裁
機
関
等
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
経
験
し

た
上
で
、
英
語
で
修
士
論
文
を
執
筆
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
、
「
法
学
研
究
科

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

(
K
o
b
e
S
A
L
A
D
)
」
（
各
国
で
最
先
端
で
活
躍
す
る

実
務
家
や
研
究
者
を
招
聘
し
、
国
内
及
び
ア
ジ
ア
各
国
の
学
生
が
参
加
す

る
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
）
、
「
A
S
E
A
N
P
l
u
s
教
育
交
換
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
（
ア

ジ
ア
全
体
を

1
つ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
す
る
次
惟
代

型
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
こ
と
を
日
的
と
す
る
。
フ
ロ
グ

ラ
ム
）
な
ど
の
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
部
・
大
学
院
に
お
け

る
英
語
開
講
授
業
数
を
着
実
に
増
加
さ
せ
、
法
律
英
語
専
門
の
教
員
が
担

当
す
る
初
学
者
対
象
の
法
律
英
語
人
門
も
開
講
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
取
組
の
継
続
・
拡
充
に
よ
っ
て
、
神
戸
大
学
を
学
生
に
と
っ
て
よ
り
魅

力
的
な
場
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

学
際
的
な
研
究
・
教
育
の
取
組
も
進
め
て
い
く
こ
と
も
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
法
学
研
究
科
の
多
く
の
教
員
が
、

2
0
1
6
年

4
月
に
設
立
さ
れ

た
社
会
シ
ス
テ
ム
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
分
野
横
断
・
文

理
融
合
研
究
に
参
画
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
私
自
身
は
、
「
法
経
連
携
専

門
教
育

(
E
L
S
)
。
フ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
発
足
以
来
関
わ
っ
て
い
ま
す
が
、

今
年
度
か
ら
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
大
学
院
レ
ベ
ル
で
も
展
開
す
る
こ
と
に
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な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
国
際
化
・
学
際
化
の
取
組
に
つ
い
て
は
、
教
員
海
外
派
遣
事
業
、

大
学
院
生
海
外
研
究
活
動
支
援
、

3
学
部
（
法
・
経
済
・
経
営
）
学
生
の

相
互
履
修
を
可
能
と
す
る
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
科
目
、
講
義
「
社
会
科
学
の

実
践
」
な
ど
、
凌
霜
会
及
び
六
甲
台
後
援
会
の
多
大
な
支
援
を
頂
い
て
い

ま
す
。
こ
の
場
を
借
り
て
心
よ
り
の
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
冒
頭
に
書
い
た
よ
う
に
、
私
は
都
市
計
画
法
を
中
心
的
な
研
究

分
野
と
し
て
い
ま
す
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
は
重
度
の
方
向
音
痴
で
す
。

初
め
て
の
場
所
に
行
く
と
き
、
駅
か
ら
な
ん
と
か

H
的
地
に
た
ど
り
着
け

た
と
し
て
も
、
帰
り
に
駅
ま
で
同
じ
道
を
戻
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
自
宅
に
帰
る
と
き
に
い
つ
も
と
違
う
道
を
通
る
と
帰
路
が
わ
か
ら
な

く
な
る
こ
と
す
ら
あ
り
ま
す
。
時
間
が
あ
る
と
き
は
、
道
に
迷
う
こ
と
は

嫌
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
つ
も
と
は
異
な
る
風
景
に
日
を
止
め
つ
つ
、
「
次

は
ど
こ
に
出
る
の
か
な
」
と
考
え
な
が
ら
歩
く
の
が
好
き
で
す
。
し
か
し
、

個
人
的
に
は
迷
う
こ
と
が
好
き
で
も
、
法
学
研
究
科
の
進
む
道
を
誤
る
わ

け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
同
僚
や
学
生
た
ち
の
意
見
を
よ
く
聞
き
つ
つ
、
慎

重
に
舵
取
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
同
窓
生
の
皆
様
に

も
ど
う
ぞ
ご
指
導
・
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
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